
１．開催日時　　令和８年６月２４日(水)　１５時００分～１６時０５分

２．開催場所　　尾道市役所　２階　多目的スペース１

３．出席委員　１９人（委員総数１９人 ）

　　　会　長　　１８番　金藤　祐治

　　　副会長　　　　　    ５番　山田　　清 　１２番　村上　智彦

　　　委　員　　　１番　松浦　德和　 　　２番　上峠　数博

　　４番　植原　宗哉 　　     ７番　中司　善章　

　　８番　櫻本　訓由 　　９番　宗　　訓親 　１０番　髙橋　泰登

　１１番　佐々木  崇 　１３番　吉原　正紀 　１４番　松森　　智

　１５番　中司　睦枝 　１６番　江田　敏道　　　　１７番　米田　健一

　１９番　渡邊　直行

　　　欠席委員　１人　

　　６番  村上　　正

４．農地利用最適化推進委員の出席　１５人　(推進委員総数１８人　欠員１名）

柏原 　始　　藤岡 正宏　　向井 　猛 　 中田千種郎 　蓼原　 勲

５．議事日程

　　　第１　議案（審議事項）

議案第２４号　農地法第３条の規定による許可申請について

議案第２５号　農地法第５条の規定による許可申請について

議案第２６号　農地法第５条の許可事業計画変更申請について

議案第２７号　非農地証明申請について

審議事項（２）　「違反転用に対する措置について」の決定について

　　　第２　議案（報告事項）

　　　第３　その他

　その他

６．農業委員会事務局職員    

　　　事務局長　　作田　太

　　　事務局職員　髙橋　知佐子　　土本　充　　木田　健太　　寄高　佑介

尾 道 市 農 業 委 員 会 総 会 議 事 録

國近 正有　　青山 基裕　　迫　 勝善　　行廣 文徳 　 深見 和志　　檀上　 健

小川 隆三　　　　　　 　　林原 　啓　　　　　 　　  宮地 眞良　　須山 　猛

報告第２５号　農地法第３条の３第１項の規定による届出に対する受理について

報告第２６号　農地法第５条第１項第６号の規定による転用届出に対する受理について

報告第２７号　農地法施行規則第２９条第１号の規定による転用届出に対する受理について

報告第２８号　農地法第１８条第６項の規定による合意解約について
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７．会議の概要

　あいさつ（省略）

議　長

議　長

事務局

　申請番号７２番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は御調町丸門田の１筆、現況地目は田、面積は１，３１５㎡です。
　譲り渡し理由は農業廃止、譲り受け理由は新規耕作者としてです。
　なお、当該農地は畑に改良し、自家消費用のダイコン、ハクサイ、サツマイモを栽培する申請
となっております。

　それでは、これから申請に基づく議題に入ります。

　議案書の方をご覧ください。

　議案第２４号「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題といたします。

　事務局より説明を求めます。

　それでは、議事に入らさせていただきます。本日の出席者の報告をさせていただきます。
　委員総数は１９名で、本日の出席委員は１８名、欠席委員は１名です。
　定足数に達しておりますので、本日の総会は成立しております。

　議事録署名は１９番・渡邊　直行委員、１番・松浦　徳和委員にお願いします。

　農地利用最適化推推進委員は、１８名中、出席委員は１５名、欠員１名です。

　それでは、議案第２４号、農地法第３条の規定による許可申請について、ご説明いたします。

　　（議案第２４号、申請番号６８番から９０番までを議案書をもとに説明）

　申請番号７１番、権利の種類は贈与による所有権移転です。
　申請地は浦崎町の３筆、現況地目は田が１筆と畑が２筆、面積は合計で１，６８６㎡です。
　譲り渡し理由は農業経営の規模縮小、譲り受け理由は農業経営の規模拡大のためです。
　なお、当該農地では水稲と野菜を栽培する申請となっております。
　この申請については６月４日、髙橋委員、檀上推進委員と事務局職員で現地調査を行いまし
た。

　申請番号６８番、権利の種類は贈与による所有権移転です。
　申請地は長江三丁目の１筆、現況地目は畑、面積は２８２㎡です。
　譲り渡し理由は高齢による経営縮小、譲り受け理由は農業経営の規模拡大のためです。
　なお、当該農地ではイチジク、ブドウ、トマト、キュウリを栽培する申請となっております。

した。

　申請番号６９番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は美ノ郷町本郷の１筆、現況地目は田、面積は３２０㎡です。
　譲り渡し理由は遠隔地につき耕作不能、譲り受け理由は新規耕作者としてです。
　なお、当該農地は畑に改良し、自家消費用の野菜を栽培する申請となっております。

　申請番号７０番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は美ノ郷町本郷の２筆、現況地目は畑、面積は合計で４０２㎡です。
　譲り渡し理由は農業経営の規模縮小、譲り受け理由は自宅と隣接し利便性を高めるためです。
　なお、当該農地では野菜を栽培する申請となっております。
　申請番号６９番と７０番の申請については６月５日、上峠委員、迫推進委員と事務局職員で現
地調査を行いました。
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　申請番号７５番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は御調町大町の１筆、現況地目は畑、面積は５８９㎡です。
　譲り渡し理由は農業経営の規模縮小、譲り受け理由は農業経営の規模拡大のためです。
　なお、当該農地では、ブドウを栽培する申請となっております。

　申請番号７４番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は御調町丸河南の１筆、現況地目は畑、面積は３５２㎡です。
　譲り渡し理由は農業廃止、譲り受け理由は新規耕作者としてです。
　なお、当該譲受人は隣接地に住居を建築し、当該農地では自家消費用の野菜を栽培する申請と
なっております。
　申請番号７２番から７４番までの申請については６月８日、松森委員、小川推進委員と事務局
職員で現地調査を行いました。

　申請番号７３番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は御調町丸河南の１筆、現況地目は田、面積は１，０２１㎡です。
　譲り渡し理由は遠隔地につき耕作不能、譲り受け理由は新規就農者としてです。
　なお、当該農地は畑に改良し、ウメとブルーベリーを栽培し、加工して道の駅へ販売する申請
となっております。

　申請番号７６番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は御調町高尾の５筆、現況地目は畑、面積は合計で２４３．６１㎡です。
　譲り渡し理由は農業廃止、譲り受け理由は新規耕作者としてです。
　なお譲受人は、地番◇◇◇に隣接する住宅に転居し、当該農地では自家消費用の野菜を栽培す
る申請となっております。

　申請番号７７番から８０番までの申請につきましては、同一案件のため一括してご説明いたし
ます。
　権利の種類は期限の定めなしの使用貸借権の設定です。
　申請地は御調町貝ケ原の計６筆、現況地目は田、面積は合計で５，７４２㎡です。
　貸し渡し理由は農業経営の規模縮小、借り受け理由は農業経営の規模拡大のためです。
　なお、当該農地では水稲栽培をする申請となっております。
　申請番号７５番から８０番までの申請については、６月８日、宗委員、小川推進委員と事務局
職員で現地調査を行いました。

　申請番号８１番、権利の種類は贈与による所有権移転です。
　申請地は向東町の１筆、現況地目は畑、面積は１１５㎡です。
　譲り渡し理由は農業廃止、譲り受け理由は新規耕作者としてです。
　なお、譲受人は当該農地近くの住宅に転居し、自家消費用のジャガイモとタマネギを栽培する
申請となっております。
　この申請については６月５日、中司善章委員、中司睦枝委員、林原推進委員と事務局職員で現
地調査を行いました。

　申請番号８２番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は向島町の１筆、現況地目は畑、面積は１，０９４㎡です。
　譲り渡し理由は農業廃止、譲り受け理由は農業経営の規模拡大のためです。
　なお、当該農地では柑橘を栽培する申請となっております。
　この申請については６月５日、吉原委員、奥本推進委員と事務局職員で現地調査を行いまし
た。

　申請番号８３番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は因島田熊町の１筆、現況地目は畑、面積は２０１㎡です。
　譲り渡し理由は農業経営の規模縮小、譲り受け理由は農業経営の規模拡大のためです。
　なお、当該農地では柑橘を栽培する申請となっております。
　この申請については、６月９日、村上正委員、宮地推進委員と事務局職員で現地調査を行いま
した。
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議　長

　ないようですので、農業委員による採決に入ります。

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　申請番号６８番から９０番は、原案のとおり許可決定することに、賛成の農業委員の方の挙手
をお願いします。

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

　質疑及び補足説明等のある方は挙手をしてください。

　　（質疑、補足説明等なし）

　申請番号６８番から９０番までの申請につきましては、農地法第３条第２項各号に規定する不
許可事例には該当しないため、許可要件の全てを満たすと考えます。

　申請番号８４番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は因島大浜町の１筆、現況地目は畑、面積は２１６㎡です。
　譲り渡し理由は高齢による経営縮小、譲り受け理由は農業経営の規模拡大のためです。
　なお、当該農地では季節の野菜を栽培する申請となっております。
　この申請については６月９日、松浦委員、須山推進委員と事務局職員で現地調査を行いまし
た。

　申請番号８５番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は因島重井町の計３筆、現況地目は畑、面積は合計８６１㎡です。
　譲り渡し理由は農業経営の規模縮小、譲り受け理由は農業経営の規模拡大のためです。
　なお、当該農地では野菜を栽培する申請となっております。

　申請番号８６番、権利の種類は期間２０年間の賃貸借権の設定です。
　申請地は因島重井町の１筆、現況地目は畑、面積は１，３４４㎡です。
　貸し渡し理由は高齢による経営縮小、借り受け理由は農業経営の規模拡大のためです。
　なお、当該農地では、スイカ、メロンを栽培する申請となっております。
　申請番号８５番、８６番の申請については６月９日、村上智彦委員、柏原推進委員と事務局職
員で現地調査を行いました。

　申請番号８７番、権利の種類は贈与による所有権移転です。
　申請地は因島洲江町の計２筆、現況地目は畑、面積は合計５２㎡です。
　譲り渡し理由は高齢による経営縮小、譲り受け理由は自宅から近く利便性を高めるためです。
　なお、当該農地では野菜を栽培する申請となっております。

　申請番号８８番、権利の種類は期間５年間の使用貸借権の設定です。
　申請地は瀬戸田町林の１筆、現況地目は畑、面積は１，９９９㎡です。
　貸し渡し理由は遠隔地につき耕作不能、借り受け理由は農業経営の規模拡大のためです。
　なお、当該農地では花卉と野菜を栽培する申請となっております。

　申請番号９０番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は瀬戸田町名荷の１筆、現況地目は畑、面積は５３６㎡です。
　譲り渡し理由は農業経営の規模縮小、譲り受け理由は新規耕作者としてです。
　なお、当該農地では柑橘を栽培する申請となっております。
　申請番号８７番から申請番号９０番については６月９日、江田委員、向井推進委員と事務局職
員で現地調査を行いました。

　申請番号８９番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は瀬戸田町林の１筆、現況地目は畑、面積は１，０４４㎡です。
　譲り渡し理由は農業経営の規模縮小、譲り受け理由は農業経営の規模拡大のためです。
　なお、当該農地では柑橘を栽培する申請となっております。
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議　長

事務局

　　（挙手多数）

　一時転用期間は、令和９年１０月２３日までになります。
　借受人は、岡山県に本店を置く土木工事等を営む法人で、このたび山陽自動車道の立入防護柵
改良工事を受注したことより、工事に係る仮設作業用地が必要となったことから、申請地を借り
受けするものです。
　この申請については、６月５日、上峠委員、迫推進委委員、事務局職員で現地調査を行いまし
た。

　申請番号４２番、申請内容は賃貸借による権利の設定です。
　所在は美ノ郷町本郷の全４筆、地目は雑種地、農振農用地区域外、８９０．６１㎡の一時転用
計画です。
　申請地は市街化調整区域にあり、農地区分はその他２種に該当いたします。
　一時転用目的は仮設作業用地で、現場仮設ハウス、仮設トイレ、工事用車両置き場、資材置場
が計画されています。

　それでは、議案第２５号、農地法第５条の規定による許可申請及び、議案第２６号、「農地法
第５条の許可事業計画変更申請について」ご説明いたします。

　譲受人は、福岡市に本店を置く太陽光発電事業を営む法人であり、この度申請地を購入し、太
陽光発電設備を設置し、売電したいというもので、本件はＦＩＴ制度の対象外の事業となってお
ります。
　申請番号３９番については、６月５日、山田委員、國近推進委員と、申請番号４０番、４１番
については、上峠委員、迫推進委委員と事務局職員で、申請代理人立会いのもと、現地調査を行
いました。

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり許可決定をすることに決しました。

　事務局より説明を求めます。

（議案第２５号申請番号３８番から５０番及び議案第２６号申請番号３番を議案書をもとに説明）

　次に、議案第２５号、「農地法第５条の規定による許可申請について」及び、議案第２６号、
「農地法第５条の許可事業計画変更申請について」は、関連案件があるため一括審議とします。

　一時転用目的は仮設作業用地で、工事現場仮設事務所、仮設トイレ、露天資材置場、露天駐車
場が計画されています。
　一時転用期間は、令和８年１２月３１日までとなります。
　借受人は、吉和町に本店を行う建築業等を営む法人であり、この度申請地の道路対向地にてお
寺の新築工事を行っており、工事に係る仮設作業用地が必要となったことから、申請地を借り受
けするものです。
　この申請については、６月５日、山田委員、國近推進委員と事務局職員で現地調査を行ってお
ります。

　申請番号３９番、４０番、４１番につきましては、転用目的及び転用事業主が同一のため、一
括して説明いたします。
　申請内容は、すべて売買による所有権の移転です。
　所在は久山田町の３筆と美ノ郷町本郷の合わせて２筆、地目はすべて田、農振農用地区域外、
面積は１，４９８㎡と１，２２５㎡の２か所の転用計画です。

　申請地は全て市街化調整区域にあり、農地区分はその他２種に該当します。
　転用目的は太陽光発電設備で、いずれも太陽光パネル１６８枚、発電量４９．５ｋｗが計画さ
れています。

　申請番号３８番、申請内容は賃貸借による権利の設定です。
　所在は山波町の１筆、地目は畑、農振農用地区域外、２７７㎡　の一時転用計画です。
　申請地は市街化調整区域にあり、農地区分は農業公共投資の対象となっていない小集団の農地
であり、農地区分は第２種農地に該当します。
　以降、同様の農地を「その他２種」と説明させていただきます。
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　本来であれば、計画変更が判明した段階で事業計画変更を行う必要がありましたが、申請者の
認識不足より、既に工事着工を行い、概ね共同住宅が完成していることから、顛末書の提出及び
指導を行っております。
　この申請については、６月９日、村上智彦委員、柏原推進委員と事務局職員で現地調査を行っ
ております。

　当初計画においては、申請地の隣接地にあった既存建物を従業員用の社宅として活用する予定
でしたが、想定以上に老朽化が著しいことが判明したため、計画を変更され、既存建物を取り壊
し、当初駐車場用地の予定であった申請地にまたがり、共同住宅を建築されたものです。

　また転用事業者については、新しく建築した共同住宅については、当初計画者の資産管理会社
が管理を行うことから、当初計画者が貸渡人となり、資産管理会社が借受人となり、使用貸借権
の設定と行うものです。

　申請番号４３番、申請内容は売買による所有権移転です。
　所在は御調町丸河南の全２筆、地目は田、農振農用地区域外、３２０．６１㎡の転用計画で
す。
　申請地は非線引き都市計画区域の用途地域外にあり、農地区分はその他２種に該当いたしま
す。
　転用目的は一般住宅用地で、住宅１棟、建築面積１１２．６２㎡、合併浄化槽が計画されてい
ます。
　譲受人は、この度申請地を購入し、住宅用地として利用したいというものです。
　この申請については、６月８日、松森委員、小川推進委員と事務局職員で、現地調査を行って
おります。

　申請番号４４番から４８番につきましては、転用目的及び転用事業者が同一のため一括して説
明いたします。
　申請内容は、すべて売買による所有権の移転です。
　太陽光発電設備全３か所の転用計画で、御調町三郎丸の１筆・８４３㎡、御調町大町の１筆・
７５５㎡、御調町大町の合わせて５筆１，３８８㎡、地目は田及び畑、農振農用地区域外、太陽
光パネルがそれぞれ１５６枚、１４０枚、１６８枚、発電量はすべて４９．５ｋＷが計画されて
おります。

　申請地はすべて非線引き都市計画区域（用途地域外）にあり、農地区分はすべてその他２種に
該当します。
　譲受人は、福岡市に本店を置く太陽光発電事業を営む法人であり、この度申請地を購入し、太
陽光発電設備を設置し、売電したいというもので、すべてＦＩＴ制度の対象外の事業となってお
ります。
　申請番号４４番から４８番については、宗委員、小川推進委委員と事務局職員で、申請代理人
立会いのもと、現地調査を行いました。

　申請番号４９番、申請内容は売買による所有権移転です。
　所在は因島大浜町の全２筆、地目は畑、農振農用地区域外、４５５㎡の転用事案です。
　申請地は非線引き都市計画区域の用途地域外にあり、農地区分はその他２種に該当いたしま
す。
　転用目的は、宅地拡張で、庭敷き及び家庭菜園となっております。

　譲受人は兵庫県在住でありますが、譲渡人と親族関係にあり、将来的に移住を計画しており、
申請地に隣接する宅地建物と申請地を売買する計画となっております。
　なお、申請に際しては、既に庭敷き及び家庭菜園として利用していたことから、顛末書の提出
がされております。
　この申請については、６月９日、松浦委員、須山推進委員と事務局職員で、現地調査を行って
おります。

　申請番号５０番は、議案第２６号の申請番号３番と関連案件のため、一括して説明させていた
だきます。
　本件は、令和６年９月２６日付けにて駐車場用地取得を目的に転用許可を受け、既に当初計画
者が本件土地を取得しておりますが、転用事業者及び転用目的の変更の申し出があり、今回改め
て農地法第５条の規定による許可申請と農地法第５条の事業計画変更を行うものです。

　申請内容は使用貸借による権利の設定です。
　所在は因島重井町の１筆、地目は畑、農振農用地区域外、２９７㎡の転用事案です。
　申請地は非線引き都市計画区域用途地域外にあり、農地区分はその他２種に該当いたします。
　転用目的は共同住宅用地で共同住宅１棟、駐車場７区画、合併浄化槽になります。
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議　長

議　長

事務局

　申請番号２８番、美ノ郷町本郷の全９筆、現況地目は原野、山林、雑種地、面積は合わせて
２，２２５㎡です。
　利用状況は地番〇〇〇及び△△△については、昭和６０年頃より耕作を放棄され、現在は雑木
等が繁茂し、原野・山林化している状況です。
　農振農用地区域内農地、市街化調整区域になりますが、現状原野・山林化している事から、農
振農用地区域から除外しても当該地域の農業振興に影響はないことから、農林水産課と協議の
上、農振除外の予定です。

　農振農用地区域外、第２種農地、市街化調整区域です。
　この申請については、６月５日、中司睦枝委員、中司善章委員、林原推進委員と事務局職員で
現地調査を行い、宅地及び山林に判定されました。

　申請番号３０番、向島町の１筆、現況地目は山林、面積は６６㎡です。
　利用状況は平成１８年頃より耕作を放棄し、現在は雑木等が繁茂し、山林化している状況で
す。
　農振農用地区域外、第２種農地、市街化調整区域です。

　次に、議案第２７号「非農地証明申請について」を議題といたします。

　事務局より説明を求めます。

　地番×××については、昭和６０年頃より耕作実績はなく、道路の法面となっており、雑種地
となっている状況です。
　その他については、耕作を放棄され、現在は雑木等が繁茂し、原野・山林化している状況で
す。
　これらの農地は、農振農用地区域外、第２種農地、市街化調整区域です。
　この申請については、６月５日、上峠委員、迫推進委員と事務職職員で現地調査を行い、原
野、山林、雑種地に判定されました。

　申請番号２９番、向東町の４筆、現況地目は宅地及び山林、面積は２７６㎡です。
　利用状況は、地番〇〇〇〇及び△△△△については、大正６年に建物が建築された頃から建物
敷地として利用され、宅地となっている状況です。
　その他については、昭和４０年頃より耕作を放棄し、現在は雑木等が繁茂し、山林化している
状況です。

　　（議案第２７号、申請番号２８番から３５番までを議案書をもとに説明）

　それでは、議案第２７号　非農地証明申請について、ご説明いたします。

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　ないようですので、農業委員による採決に入ります。

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

　　（挙手多数）

　なお、一部には、隣接所有者との接触が困難で未提出のものもありますが、太陽光事業が周辺
地域と調和のとれた事業となるよう、申請人に対しては、引き続き同意書の徴取に努めるよう指
導中であり、今後も指導してまいります。

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり許可決定をすることに決しました。

　以上、全ての申請のうち、太陽光案件につきましては、隣接する農地所有者等に対し、事前説
明がなされており、事業に対する同意書が提出されております。

　議案第２５号の申請番号３８番から５０番まで、及び議案第２６号の申請番号３番は原案のと
おり許可決定することに、賛成の農業委員の方の挙手をお願いします。

　質疑・補足説明等のある方は挙手をしてください。

　　（質疑、補足説明等なし）
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議　長

議　長

事務局

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

　質疑・補足説明等のある方は挙手をしてください。

　次に、審議事項（２）「違反転用に対する措置について」の決定についてを議題といたしま
す。

　事務局より説明を求めます。

　それでは（審議事項２）「違反転用に対する措置について」ご説明いたします。

（事務局説明）

　申請番号３１番、向島町の８筆、現況地目は山林、面積は合わせて２，１０４㎡です。
　利用状況は、平成１８年頃より耕作を放棄し、現在は雑木等が繁茂し、山林化している状況で
す。
　農振農用地区域外、第２種農地、市街化調整区域です。

　申請番号３０番、３１番については、６月５日、吉原委員、奥本推進委員と事務局職員で現地
調査を行い、山林に判定されました。

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり許可決定をすることに決しました。

　ないようですので、農業委員による採決に入ります。

　申請番号２８番から３５番までは、原案のとおり許可決定することに、賛成の農業委員の方の
挙手をお願いします。

　　（挙手多数）

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　　（質疑・補足説明等なし）

　申請番号３２番、御調町丸門田の２筆、現況地目は山林、面積は６５３㎡です。
　利用状況は、平成２年頃より耕作を放棄し、現在は雑木等が繁茂し、山林化している状況で
す。
　農振農用地区域外、第２種農地、非線引き都市計画区域（用途地域外）です。
　この申請については、６月８日、松森委員、小川推進委員と事務職職員で現地調査を行い、山
林に判定されました。

　申請番号３３番、因島田熊町の２筆、現況地目は宅地、面積は９５．３０㎡です。
　利用状況は、昭和６年に建物が建築された頃から建物敷地として利用され、宅地となっている
状況です。
　農振農用地区域外、第２種農地、非線引き都市計画区域（用途地域外）です。

　申請番号３４番、因島三庄町の１筆、現況地目は宅地、面積は６６㎡です。
　利用状況は、昭和１３年に建物が建築された頃から建物敷地として利用され、宅地となってい
る状況です。
　農振地域外、第３種農地、非線引き都市計画区域（用途地域内）です。
　申請番号３３番、３４番については、６月９日、村上正委員、宮地推進委員と事務局職員で現
地調査を行い、宅地に判定されました。

　申請番号３５番、瀬戸田町宮原の１筆、現況地目は宅地、面積は１０１㎡です。
　利用状況は、昭和５１年に隣接地に建物が建築された頃から一体の住宅敷地として利用され、
宅地となっている状況です。
　農振農用地区域外、第２種農地、非線引き都市計画区域（用途地域外）です。
　この申請については、６月１０日、江田委員、向井推進委員と事務局職員で現地調査を行い、
宅地に判定されました。
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議　長

議　長

事務局

委員

事務局

　議　長

議　長

議　長

各委員

議　長

事務局

議　長

事務局

議　長

副会長

　次に、事務局より、その他についての説明を求めます。

　　（事務局　説明）

　まず各調査区での活動状況について報告があれば、挙手のうえ発言してください。

　　（活動状況報告：省略）

　次に、報告事項に入ります。

　報告第２５号から第２８号までを一括して審査を行います。

　質疑のある方は挙手をしてください。

　　（質問、意見なし）

　質疑がないようなので、報告事項を終わります。

　以上で、本日の議案の審議ならび報告事項はすべて終了いたしました。

　次に、その他に入ります。

　本日はご苦労様でした。

  ただいまの事務局の説明について、農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、質疑のある方
は挙手をしてください。

　　（質疑応答）

　それではこれをもちまして、尾道市農業委員会総会を閉会いたします。

　閉会にあたり副会長があいさつをいたします。

　長時間にわたり、慎重な審議ありがとうございました。

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり決定することに、決しました。

ただいま、事務局より説明が終わりました。

これより質疑に入ります。農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、質疑のある方は挙手をし
て下さい。

　それでは、農業委員による採決に入ります。

　本件は、原案のとおり決定することに、賛成の農業委員の方の挙手をお願いします。

　もう少し詳しく説明してほしい。

　（異議なし）

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　今後、相手方の対応に応じて検討したいと考えております。

　　（挙手多数）

　（今後の対応について質問）

　（質問に対して回答）

　（事務局説明）

　意見がいろいろありました。
　事務局から説明されたような対応でいくということでよろしいでしょうか。
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